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基質のアリ 1レエステ 1レの立体化学を保持したアリルアジドを得る乙とが出来る。生成物のアリ Jレアジドは
ホスフィンとの反応によって，従来合成の困難であった第一アリルアミンへと変換する乙とができる。一
般に，アリルアジドは 1 ， 3 一転位平衡による α ー及び r 一置換体の混合物として得られるが， トリフェ
ニ Jレホスフィンとの反応では第一アリルアミンのみか濯択的に生成する。第一アリルアミンは酵素阻害剤
として，また，種々の天然物合成の中間体として動丘その重要性が高まっており，本反応の価値は高い。
第 3 章では，四酸化オスミウム触媒を用いたアリノレアジドの酸化反応により 3 ーアミノー 1 ， 2 ージ
オー Jレを合成する方法について述べた。乙の反応はアリ Jレアジドの二重結合のみを官能基選択的に酸化し，






第 4 章では，零価パラジウム触媒によるアリルアセタートのアルコキシカ 1レボニ Jレ化反応について述べ
た。従来困難とされていたアリルアセタートのカルボニル化反応をパラジウムーホスフィン系触媒に臭化















功している。この反応の機構を解明すると共fC，生成する ß ， r 一不飽和酸エステ Jレが有用な合成中間体
となることを明らかにしている。
以上，本論文は基本的な遷移金属錯体制媒反応を見いだし，その機構を明らかにすると共に，生理活性
物質合成への応用を示し，有機合成の分野に貢献するものであり，学位を授与するに値すると認めるo
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